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解 説

東京を玄関として．旅稗の忙しい人は東京だけ

それから周辺の自然美へ。ついで，京都へ行き、

さらに時間があれば奈良，大阪へも足をのばす。

これが日本を訪れる陸l際観光旅行の代表的なコー

スでしょう。またここが，古来日本の文化の中心

でもあるわけです。

この映画は，枇浜港や東京空港を玄|仏jとして，

東京を中心に，日光，鎌倉，鮪恨、それから東海

道新幹線や国内空路て結んで、京都を!|!心に、 奈

良，大阪の、それぞれ特色を猫いて、－ちょう

ど大きな河の流れが豊かに展開するように、異国

の旅の楽しさを|-分味えるようにと櫛成してゑま

したo

構 成

I 1本ば, 11界の人びとの心の!|1ではまだ遠いところ力､も知れ

ませんが、今ては訪ねようと思えばいっても、lﾘIRにも満いて

Lまう魅惑の|呵です。

収京は，いわばI I本の顔ですが，これほどはげしい勢いで、

鰄撫戒慰謝I論|隙珊鰄,垂●
少Lも変らない静かなI1本災を見せてくれます。

バスに雁って、!i晤の隣りの'|】央'I'1･庁街， ビジネスセンター

丸の内それにつづく銀座-I1本の流行を生及出しているシ

ョッピングセンターをめく･って見ましょう｡fMI44には本物の'1
本の民芸ll111lがたくさんあり，見て歩くだけでも l ･分に楽しい。

殊'二日本のデパーi､は,1IA物が豊漁で、華かで楽Lさに満ちてい

ます。

収京は四百年の雁史をもつ部会ですが、そうしたII{言をしのば

せるのは浅草です｡"IM1を人って，イ'|1H1I1:の庶民的な賑わいを

辿り，観音さまの人殿;lt･-､｡ここにば信心深いハ:気簡の人びと

の参詣がたえません。

| I本を訪れる愉1_さの一つには食べるたのLゑですo I 1本は

世界で蚊も味'覚の発達した， 食べものの幾富なIKIで、その味は

どれをとっても人へん洗練されています。やきとり、 スキヤ

キ、 テンプラ屋･･･…･･･・

’ 1本人はF1分の家に，どんな'二小さくともn分の庭をもちた

がりますが，それは、本人の自然に順応して群す伝統的な生栖

感情からきています。

’ 1本人の美的感覚は、四季の変化の鮮かなihil和な自然に根ざ

Lています｡”"周辺にも…しい､黙を見絢ことが川嬢●ます。

幸1監鐘

鍵w

日本には昔から，絵巻物という独特の絵画形式

があります。数メートルにおよぶ長い巻紙に，踵

い道中の見聞や，物語りの展開を拙いたものて．，

途中の省略にはよく雲のぼかしがIIIいられたり．

また文章が書きこまれてあったりします。

この映画が，形式的にも絵巻物のようにlili白く

出きたかどうか分りませんが、現在のカラーフィ

ルムで可能なかぎりの華瀧な色彩で． ’ 1本のすぐ

れた文化や，美しい風景，風俗を，濃I{fな大fⅡ絃

のように描き上げることができたとL ,えるでしょ

う。
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製作・脚本村山英治

演出・撮影木塚誠一

助監督 長井 博

撮影助手 田中 行

照 明 菱沼誉吉

音 楽 間宮芳生

編 集 沼崎梅子
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兼厳ノ滝や東照宮で有名な日光国立公園。この自然美の中に

Qiﾘド澱撫鱸眺齢辮鰹11:雛
行われる下人八巻行列も，東照宮の雄築美とよくマッチしてい

ます。

鎌倉は，朧坐の大仏で有名です。12世紀に鎌倉幕府があった

町で史跡も多く また禅の道場として知られた大きな寺々があ

ります。

鮪根は、蝦常な温泉に恵まれた東)i(郊外の保養地で, -llfい火

l l l i,'jj ･ ﾉ!当ノ湖をI|1心に遊覧施設も多く 、 またここ力､らは',';了士l l l
が眼近に見えます。

さらに，東京からiﾙiへ東海道断幹線の'l､1,急ﾘ!fて､3H!j:|ll1 ， | '《l

内航空線なら1N$:間で．京部，人阪に行くことがⅡ',きます。

ル〔都は， 8世紀から19世紀まで千年の|川、 I 1本の文化の中心

だったlll部です。この,'iiiかで美い､京都は, ||本人の心のふる

さとといわれます。織物，陶磁器，その他の諏々の伝統［芸が

残っており、 また，驚くほど寺の多い町ですo l,9()1 これが

京部市内にある大小の寺の数です。金閣",平等院の鳳肌堂な

ど年々を訪れ、 また寺々に多いすぐれた庭園をめ<･って見まし

ょう。三宝院、 逝安 坪･･･…。

京都の春は、 また桜で美しい。清水寺の高い舞台の ﾄに咲く

可|朧な桜、仁和 』,もの夜の班かな桜、平安ｲII1宮の塘珊なしだれ桜

●蹄脈'諦離蹴世醐駕:撫熟
ります。ここにあるIII-い寺々には「|I"かなn本」があります。

とくに法隆#j:は、 71it紀初めに姓てられた世界最TI｢の木造建築

です。また、奈良は千年以'三11.の、すぐれた仏像l,'if刻の宝庫で

もあります。町には，人なつっこい沢山の鹿もいます。

於曳から1時間足らずて大阪に出ます。人|坂は東京につく･ '1
本鞆二の大郁会であり､ III､く力,ら商業都IIjとして発達L,現代

は近代的なI業都市として，その製品は神戸港や大阪港から世

界に輪|Ⅱされています。

大阪から･汽車で1時間で，姐路城を訪ねることが出きます。

この旅の最後に，皆さんをこの最も華麗な日本の城にご案内し
本ITら．，．．．．
，士階． 一〆 ○

この城を''1ると、無数の小さな島と松の木が美い､瀬戸内海

です。そして日本はまだまだこれだけてはありません。どうぞ

こオしをi'i力の眼て確めて下さい｡ (映芋時IHI28分）
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